
仮締切工法に新技術(鋼製函体)を採用しコスト縮減仮締切工法に新技術(鋼製函体)を採用しコスト縮減

効 果：
① 現場での仮締切工に要する日数を大幅に低減することを可能にし、工程短縮が図られ
る。また、転用が容易な為コスト縮減が図られる。

② 仮締切工にかかる工事費を１８１百万円から１２９百万円に減額
（縮減額 ５２百万円 縮減率 約２９%）

工事名：広島港五日市地区道路(橋梁)(改良)耐震補強工事

概 要： （従来） （新）
矢板による二重締切 ⇒ 鋼製函体による締切

国土交通省 中国地方整備局 広島港湾･空港整備事務所

（従来工法） （新工法）

「公共工事コスト縮減対策に関する新行動指針」

【 施策名： (１) 工事コストの低減 １）工事の計画・設計等の見直し ④ 技術開発の推進 】

鋼管矢板 鋼製函体


